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新石垣空港整備事業
（事業概要説明）

新石垣空港整備事業
（事業概要説明）

平成２０年１月２６日

沖縄県土木建築部新石垣空港課

沖縄県土木建築部新石垣空港課長です。

これより、新石垣空港整備事業の事業概要等につい
て説明を行います。
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説 明 内 容説 明 内 容

1. 事業の必要性

2. 空港建設に関する経緯

3. 需要予測

4. 空港建設の効果

5. 事業の概要

6. 環境保全対策

7. 事業の進捗状況

説明内容としましては、事業の必要性、空港建設に
関する経緯、需要予測、空港建設の効果、事業の概要、
環境保全対策、事業の進捗状況について、順を追って
ご説明いたします。
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１．事 業 の 必 要 性１．事 業 の 必 要 性

まず、最初に事業の必要性の方からご説明させて頂
きます。
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新石垣空港完成予想図

1. 事業の必要性1. 事業の必要性

新石垣空港については、国において策定された沖縄振興
特別措置法に基づく沖縄振興計画（H14～H23）の圏域別振
興において、八重山圏域と県内外や都市部との連携を強化
し、人、物、情報等の交流の活発化を促進し、離島の生活
向上や地域振興に資する交通基盤として、その整備を図る
ことが明確に位置づけられているところであります。
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新石垣空港の整備が進められている石垣島は、沖縄本島より
南西へ約410キロメ－トル離れた東シナ海に位置し、面積約
223平方キロメ－トルで、亜熱帯海洋性気候の下、四方をサ
ンゴ礁の青い海に囲まれ、様々な貴重な動植物が生息・生育
している自然環境豊かで、風光明媚な島であります。

石垣市は、平成１９年１２月１日現在人口約4万６千人、世
帯数約1万９千世帯を有し、近年、その特性を活かした観光・
リゾ－ト産業をはじめ、石垣牛で知られる畜産業及びサトウ
キビ、葉タバコ、マンゴ－等の農業が盛んであり、1市2町か
らなる八重山圏域の中核として、他の島々への航空機及び船
舶交通等の重要な拠点となっております。

5

1. 事業の必要性1. 事業の必要性
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都市計画用途地域

フルスト
原遺跡

現石垣空港は、昭和18年、旧日本軍により海軍飛行場とし
て建設され、戦後、米軍統治下に置かれましたが、本土復帰
の翌年の昭和48年、第三種空港に指定されております。

昭和31年から民間航空会社が運航を開始し、昭和43年には
滑走路が延長されるとともに、YS-11型機が就航しました。

その後、旅客数及び貨物取扱量が増大の一途を辿りましたこ
とから、輸送量の大きいジェット機を就航させる必要性が高
まりました。
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現石垣空港周辺現石垣空港周辺

しかしながら、現空港は、ジェット機を本格的に就航させ
るには滑走路の長さが不足しており、滑走路を更に延長する
ことも様々な要因により困難でありましたため、航空機の騒
音について新空港に移転するまでの間として周辺住民のご理
解を得て、一部の路線につき重量制限等を課しながら、滑走
路長1,500メ－トルのまま、昭和54年から暫定的に小型
ジェット機を就航させているところであります。
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現空港の路線図現空港の路線図

現空港の航空路線は、現在、那覇、宮古、与那国、波照
間の沖縄県内路線のほか、羽田(東京)、関西(大阪)、神戸の
本土路線も就航しており、八重山圏域の基幹空港となって
おります。
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主要な第３種空港の年間利用実績

(平成1８年分空港管理状況調べによる)

1.神戸空港
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2.石垣空港
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3.岡山空港
3,000m

4.富山空港
2,000m

5.青森空港
3,000m

6.宮古空港
2,000m

現空港の航空需要はその後も増え続け、平成18年度には、
旅客数約198万人、貨物取扱量約1万2千トンとなっており、
全国の第三種空港の中で利用実績はともにトップクラスで
あり、非常に利用度の高い空港であります。
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現空港混雑状況現空港混雑状況

しかし、現空港は、滑走路長1,500メ－トルのまま暫定
的にジェット化しておりますため、重量制限等の制約があ
ること、近年現空港周辺の市街化が急速に進展し深刻な航
空機騒音問題が発生していること、計器着陸装置等が設置
されていないため、しばしば遅延や欠航が発生しているこ
となど、多くの様々な課題を抱えております。 また、昭
和57年8月には、現空港に着陸する航空機が滑走路をオ－
バ－ランするという事故も発生しております。
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新石垣空港完成予想図新石垣空港完成予想図

これらの課題を解消するとともに、今後とも増大が見込ま
れる航空需要に対応し、八重山圏域のさらなる振興発展に寄
与するため、中型ジェット機（Ｂ－７６７型機等）が就航可
能な２，０００ｍの滑走路を有する新空港を建設する必要が
あります。

以上で事業の必要性についての説明を終わります。
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２．空港建設に関する経緯２．空港建設に関する経緯

続きまして、空港建設に関する経緯についてご説明
いたします。
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2. 空港建設に関する経緯2. 空港建設に関する経緯

○昭和５４年５月

・現石垣空港暫定ジェット化スタート

①昭和５７年３月～

・白保地先海上案での取り組み

②平成元年４月 ～

・カラ岳陸上案での取り組み

③平成 ２年１２月 ～

・宮良案での取り組み

④平成１０年１０月～現在

・カラ岳陸上地区での取り組み

新石垣空港は、これまで建設位置をめぐって幾度も紆余曲
折がありました。

そのスタートが、昭和５４年５月の現空港の暫定ジェット
化です。昭和５２年１２月、沖縄県と石垣市は、現空港周辺
の各公民館長、各校長等と意見交換会を開催し、新空港が建
設されるまでとの条件付きで航空機騒音について周辺住民の
理解が得られたことから、昭和５４年５月から暫定的に小型
ジェット機が就航しております。

その後、新石垣空港の建設は、昭和５７年３月に「白保海
浜地先」で飛行場設置許可を受けて事業着手したものの、世
界的に貴重なアオサンゴが確認され、自然保護運動の高まり
から白保海上案での建設は実現しませんでした。

平成元年４月に、カラ岳東側に建設位置を変更しましたが、

カラ岳東側案においても白保海上地区と同様自然保護団体等

の反対運動や予定地での国土利用計画法違反、住民訴訟等で

建設は実現しませんでした。
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2. 空港建設に関する経緯2. 空港建設に関する経緯

○昭和５４年５月

・現石垣空港暫定ジェット化スタート

①昭和５７年３月～

・白保地先海上案での取り組み

②平成元年４月 ～

・カラ岳陸上案での取り組み

③平成 ２年１２月 ～

・宮良案での取り組み

④平成１０年１０月～現在

・カラ岳陸上地区での取り組み

【スライドは同じ】

平成２年１２月、大田知事就任。沖縄県は、これまでの白
保海浜地先及びカラ岳東で建設実現に至らなかった経緯を踏
まえ、新石垣空港の建設位置については、改めて円滑な事業
実施が見込まれる候補地において合意形成を図ることが、結
果として早期建設につながるとの基本的な考え方に立ち、
「新石垣空港建設行政連絡会議」（平成３年２月～同年７
月）、「新石垣空港建設位置検討委員会」（平成４年４月～
平成４年６月）、「新石垣空港建設対策協議会」（平成４年
７月～平成４年１１月）での検討を経て、建設候補地を、カ
ラ岳東側案、宮良案、冨崎野案、カラ岳陸上案に絞り込み、
平成４年１１月、農政上の課題や環境保全上の課題はあるも
のの、解決は十分可能であると判断し、宮良案を選定しまし
た。

その後、県は宮良案での事業化の取り組みを行いましたが、

優良農地での建設に反対する住民の大規模な反対運動が行わ

れ、平成１０年６月には石垣市議会において反対多数で新空

港の設置同意について否決されました。
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2. 空港建設に関する経緯2. 空港建設に関する経緯

昭和57年 3月 白保地先に設置許可を得て事業着手

昭和62年 8月 南端部の500mを短縮し、2,000m滑走路に

計画変更

平成元年 4月 カラ岳東側案への建設位置の変更

平成 3年 2月～建設位置の再検討を開始

平成 4年 11月 宮良案の選定

平成10年 4月 宮良地区での建設位置の決定

平成11年 6月 再検討のため新石垣空港建設位置選定

委員会の設置

主な経緯 ①

現 空 港
冨 崎 野 案

宮 良 案

カラ岳陸上案

カラ岳東側案

新石垣空港建設位置選定案

平成10年12月、稲嶺知事が就任。
沖縄県は、新石垣空港の建設が実現に至らなかった経緯を

踏まえ、地元の合意が得られる場所での建設が、早期着工に
つながるとの認識のもと、平成１１年６月に地元関係者を中
心に学識経験者、自然保護団体など３６名で構成される「新
石垣空港建設位置選定委員会」を設置し、これまで蓄積され
たデータのある、カラ岳東、カラ岳陸上、宮良、冨崎野の４
案から空港計画の妥当性、環境保全及び農政上の課題を中心
に１４回に及ぶ審議検討を重ねてきた結果、最も望ましい位
置としてカラ岳陸上案が本委員会において選定されておりま
す。

なお、現空港の拡張については、航空機騒音等さまざまな
問題があることから住民合意を得ることは、困難であるとし
て本委員会で建設候補地から除外されております。
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2. 空港建設に関する経緯2. 空港建設に関する経緯

主な経緯 ②

平成12年 4月 カラ岳陸上案を建設位置として決定

平成12年 9月 新石垣空港建設位置地元調整会議を

設置

平成15年 1月 新石垣空港整備基本計画(案)のPIの

実施

平成15年 6月 地権者の同意取付け作業開始

平成17年 9月 飛行場及び航空灯火設置許可申請

平成17年12月 飛行場及び航空灯火設置許可

沖縄県では、建設位置選定委員会からの提言を受けて、平成
１２年４月に建設位置をカラ岳陸上案として正式に決定してお
ります。

平成１５年１月には、住民等の意見を反映させることを目的
として、空港整備基本計画（案）のパブリック・インボルブメ
ントを実施しております。

平成１７年９月に環境影響評価手続きが完了したことに伴い、
航空法に基づく飛行場及び航空灯火設置許可申請を行い、平成
１７年１２月に国土交通大臣から、新石垣空港の飛行場及び航
空灯火の設置許可を頂き、平成１８年３月に実施設計を完了し、
平成１８年度から用地取得に着手し、平成１９年度から本格的
な用地造成工事に着工したところであります。
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平成12年 4月 建設位置決定に伴い各種調査を実施

環境検討委員会・建設工法検討委員会設置

平成14年12月 方法書の公告･縦覧

平成16年 3月 準備書の公告･縦覧

平成16年10月 小型コウモリ類検討委員会設置

平成17年 2月 評価書を国土交通大臣へ提出

平成17年 5月 評価書に対する国土交通大臣意見

平成17年 9月 補正評価書を国土交通大臣へ送付

平成17年 9月 補正評価書を公告・縦覧

環境アセスメントの手続きを完了

2. 空港建設に関する経緯2. 空港建設に関する経緯

主な経緯 ③ 環境影響評価

次に環境影響評価手続きの経緯についてですが、新石垣空
港の建設位置がカラ岳陸上案の決定に伴い、平成１２年４月
より事業予定区域及びその周辺の概況を把握するため、ボー
リング調査や動植物などの現況調査、大気質調査などを実施
しております。

また、各種調査の実施に伴い平成１２年１２月には「新石
垣空港環境検討委員会」、平成１３年１１月には「新石垣空
港建設工法検討委員会」を設置し、環境影響評価の手続きに
当たっては、当委員会の指導・助言を受けながら方法書を作
成し、平成１４年１２月には方法書の公告・縦覧を行い、意
見集約及び知事意見を踏まえ準備書を作成し、平成１６年３
月には準備書の公告・縦覧を実施しております。
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2. 空港建設に関する経緯2. 空港建設に関する経緯

主な経緯 ③ 環境影響評価

平成12年 4月 建設位置決定に伴い各種調査を実施

環境検討委員会・建設工法検討委員会設置

平成14年12月 方法書の公告･縦覧

平成16年 3月 準備書の公告･縦覧

平成16年10月 小型コウモリ類検討委員会設置

平成17年 2月 評価書を国土交通大臣へ提出

平成17年 5月 評価書に対する国土交通大臣意見

平成17年 9月 補正評価書を国土交通大臣へ送付

平成17年 9月 補正評価書を公告・縦覧

環境アセスメントの手続きを完了

また、平成１６年１０月には、小型コウモリ類の保全に
ついての適切な指導・助言を得るため「小型コウモリ類検
討委員会」を設置し、準備書に対する意見の集約及び知事
意見に対し、これら３つの委員会からの指導・助言を得て
評価書を作成し、平成１７年２月に関係機関へ評価書を提
出しております。

その後、同年５月に評価書に対する国土交通大臣意見を
頂き、必要な調査等を実施し、評価書の補正を行い、平成
１７年９月に国土交通大臣へ送付するとともに、公告・縦
覧を実施して環境影響評価手続きを完了しております。

以上で、新石垣空港建設に関する経緯についての説明を
終わります。
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３．需 要 予 測３．需 要 予 測

続きまして、新石垣空港の需要予測についてご説明
致します。
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3. 需要予測3. 需要予測

（１）石垣空港の輸送実績 （旅客・貨物取扱量）

（出典：航空輸送統計年報）
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需要予測といいますのは、新たな空港等を建設する際に、
供用後にどの程度の旅客数や貨物取扱量が見込めるかを予測
するものであります。

その予測された旅客数や貨物取扱量によって、平行誘導路
の必要性、駐機場（エプロン）やターミナルビル等の規模が
決められることになります。

新石垣空港の予測方法としては、過去の旅客数や貨物取扱
量の実績の推移と将来の人口や国内総生産（ＧＤＰ）の推移
を勘案して予測しております。

ではまず、現空港における旅客数や貨物取扱量の推移につ
いてご説明いたします。
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3. 需要予測3. 需要予測

（１）石垣空港の輸送実績 （旅客・貨物取扱量）

（出典：航空輸送統計年報）
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H3年度100万人突破

H17年度182万人

H7年度から約1.6倍増加

ご覧頂いているグラフは、現石垣空港における旅客数と貨
物取扱量実績について、昭和59年から平成17年までの19年
間の推移を示したものであります。

石垣空港における旅客輸送実績については、平成３年度で
年間１００万人となり、平成１７年度では１８２万人まで達
しております。

また、貨物取扱実績においても、平成13年度には年間約１
万トンを突破し、平成１７年度には約1万１千トンと旅客実績
同様に着実な増加傾向を示しております。
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3. 需要予測3. 需要予測

（１）石垣空港の輸送実績（Ｈ１７年度旅客実績）

平成17年度 第三種空港の旅客数比較平成17年度 第三種空港の旅客数比較

1821,500石垣空港1

1343,000岡山空港2
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参考までに、平成17年度における主要な第三種空港との旅
客数の比較を見ていただきたいと思います。

第三種空港とは、地方公共団体が設置・管理する空港であ
り、現石垣空港は、約182万人で第１位となっております。
第２位の岡山空港は約１３４万人であり、石垣空港は岡山空
港の約1.4倍となっており、石垣空港の旅客数が際立って高
いことがお分かりになると思います。

なお、他空港の滑走路長は既に2,000ｍないし3,000ｍと
なっておりますが、現石垣空港のみが1,500ｍであります。
他の空港が中型ジェット機又は、ジャンボジェット機等大型
機が就航可能であるのに対し、小型ジェット機しか運用でき
ない石垣空港にこれだけの旅客数が集中していることから、
離着陸数が非常に多く、過密状態となっております。
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3. 需要予測3. 需要予測

（１）石垣空港の輸送実績（Ｈ１７年度貨物流動）

平成17年度 第三種空港の貨物取扱量比較平成17年度 第三種空港の貨物取扱量比較

11,1861,500石垣空港1
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次に、平成17年度における貨物取扱量の比較を見ていただ
きたいと思います。

第三種空港の中で石垣空港が約１万1千トンで第１位であ
ります。第２位の宮古空港との差は、約1,770トン、第3位
の岡山空港とは約4,660トンと大きな開きがあり、石垣空港
の貨物取扱量の多さがご理解頂けると思います。

このため、夏場に出荷量のピークを迎えるマンゴーやパイ
ン等の生鮮物が、希望する便に搭載出来ずに、次の便や翌朝
の便に搭載されるなどいわゆる「積み残し」が発生するとい
う課題を抱えております。
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旅客数・貨物取扱量予測
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3. 需要予測3. 需要予測

（２）石垣空港の需要予測

Ｈ22年度以降には200万人を突破を予測

Ｈ33年度には260万人を予測

次に、石垣空港の需要予測の結果をご説明いたします。

旅客数に関しましては、平成２２年度には１８８万人、平
成２８年度には２２４万人、平成３３年度には２６０万人と
なり、平成１７年度と比較すると約１．４倍で約７８万人増
加すると予測されます。

また、貨物取扱量は、平成３３年度では１万３，７００ト
ンとなり、平成１７年度と比較すると約１．２倍で約２，５
００トン増加すると予測されます。

以上で、需要予測についての説明を終わります。
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４．空港建設の効果４．空港建設の効果

次に新石垣空港の建設効果について説明いたします。
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項　　目 現　空　港 新石垣空港 新空港の特徴

滑走路長 1,500ｍ 2,000ｍ 中型ジェット機対応

平行誘導路 な　し 設　置 空港運用の円滑化

着陸方式 非精密進入(ILS無し) 精密進入(ILS有り) 精密進入が可能

小型ジェット機 中型ジェット機 輸送力の向上

(Ｂ７３７等) （Ｂ７６７等） 快適性の向上

大量輸送・品質保持

産地直送

本土への運航 一部宮古で給油 直行可能 時間の短縮

就航可能な航空機

貨物輸送 コンテナ不可 コンテナ可

4. 空港建設の効果4. 空港建設の効果

（１）石垣空港と新石垣空港の比較と特徴

この表は、現石垣空港と新石垣空港について、比較したも
のであります。

滑走路延長は、現空港の１，５００ｍに対して中型ジェッ
ト機が就航可能な２，０００ｍとなります。

機材が中型ジェット機になりますと、輸送力の向上と貨物
のコンテナ輸送が可能となり、観光関連産業や農水産業の活
性化が期待できることとなります。新空港では、並行誘導路
の設置により、空港運用の円滑化が図られます。

また着陸方式について、現空港は非精密進入方式でありま
すが、新空港は、計器着陸装置（ＩＬＳ）、標準式進入灯及
び接地帯灯の設置など精密進入方式を導入することにより、
現空港では進入できない視界不良時にも着陸が可能となりま
す。
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項　　目 現　空　港 新石垣空港 新空港の特徴

滑走路長 1,500ｍ 2,000ｍ 中型ジェット機対応

平行誘導路 な　し 設　置 空港運用の円滑化

着陸方式 非精密進入(ILS無し) 精密進入(ILS有り) 精密進入が可能

小型ジェット機 中型ジェット機 輸送力の向上

(Ｂ７３７等) （Ｂ７６７等） 快適性の向上

大量輸送・品質保持

産地直送

本土への運航 一部宮古で給油 直行可能 時間の短縮

就航可能な航空機

貨物輸送 コンテナ不可 コンテナ可

4. 空港建設の効果4. 空港建設の効果

（１）石垣空港と新石垣空港の比較と特徴

【スライドは同じ】
貨物の輸送方法としては、現在はコンテナが積めないため
に、人力による積み込みを行っておりますが、新空港におい
ては、コンテナ輸送が可能となります。

滑走路が２，０００ｍで整備される新空港においては、搭
載燃料の制限が解消され本土各都市への直行便の就航が可能
となり、移動時間の短縮、または国外からのチャーター便な
どの新規路線の就航が見込まれると考えられます。
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次に需要予測によって得られました将来の旅客数や貨物取
扱量を基に、新石垣空港の供用開始後５０年間の費用便益分
析を行っております。費用便益分析といいますのは、建設や
維持管理に必要な費用に対して、どれだけの利便性や利益が
得られるか金額に換算して分析することであります。
費用便益分析の項目について説明いたします。
総便益は、①利用者便益、②供給者便益、③残存価値を合

計したもので、約６２４億円になります。

その内訳として、①の利用者便益は、新石垣空港を利用す
る旅客等が受ける便益であり、本土直航便が就航することで
乗り継ぎが不用になることによる時間短縮効果、また直行便
になることにより航空運賃が低減されることによる費用軽減
効果などがあり、現空港をそのまま利用すると仮定した場合
と新空港を利用する場合の差額が便益となります。
以上のことを考慮し、新空港供用50年間では約492億円の

利用者便益が見込まれております。

28

（２）費用便益分析（B/C) ＜新石垣空港整備基本計画策定時＞

供用開始後５０年間における

○総便益 約６２４億円

①利用者便益（旅客等が受ける便益） 約４９２億円

②供給者便益（管理者等が受ける便益） 約１２０億円

③残存価値 （用地、建物などの資産価値） 約１２億円

○総費用 （建設費及び供用後の維持管理費） 約３７４億円

◎費用対効果 ＝ 総便益６２４億円 ÷ 総費用３７４億円
＝ １．７

4. 空港建設の効果4. 空港建設の効果
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【スライドは同じ】
次に②の供給者便益ですが、これは空港を管理する側が受

ける便益でありまして、空港使用料収入、地代収入および航
空燃料税収入などの各種の損益等を考慮した値となります。
これも利用者便益と同じく現空港をそのまま利用すると仮定
した場合との差額が便益となります。

供給者便益では、空港供用50年間で約120億円の便益効果
が得られると予測されております。

③の残存価値ですが、空港用地の不動産としての価値や、
建物の償却後の資産価値といったものを、合計したものです。

29

（２）費用便益分析（B/C) ＜新石垣空港整備基本計画策定時＞

供用開始後５０年間における

○総便益 約６２４億円

①利用者便益（旅客等が受ける便益） 約４９２億円

②供給者便益（管理者等が受ける便益） 約１２０億円

③残存価値 （用地、建物などの資産価値） 約１２億円

○総費用 （建設費及び供用後の維持管理費） 約３７４億円

◎費用対効果 ＝ 総便益６２４億円 ÷ 総費用３７４億円
＝ １．７

4. 空港建設の効果4. 空港建設の効果
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【スライドは同じ】
次に総費用ですが、用地造成や施設の建設、また用地取得

に要した費用に加え、供用後定期的に行う滑走路の補修等維
持管理費用も考慮すると約374億円となります。

費用対効果としましては、供用後５０年間で得られる総便
益約6２４億円を、総費用約３７４億円で割った値で1.7とな
ります。

この値が１より大きいほど社会経済的に見て効果が高い事
業と評価されます。新石垣空港は、投入する費用に対して1.7
倍の効果が期待できるということになります。

30

（２）費用便益分析（B/C) ＜新石垣空港整備基本計画策定時＞

供用開始後５０年間における

○総便益 約６２４億円

①利用者便益（旅客等が受ける便益） 約４９２億円

②供給者便益（管理者等が受ける便益） 約１２０億円

③残存価値 （用地、建物などの資産価値） 約１２億円

○総費用 （建設費及び供用後の維持管理費） 約３７４億円

◎費用対効果 ＝ 総便益６２４億円 ÷ 総費用３７４億円
＝ １．７

4. 空港建設の効果4. 空港建設の効果
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4. 空港建設の効果4. 空港建設の効果

建設工事による経済効果は、建設工事期間全体で

生産誘発効果約６０５億円、雇用創出効果約４，５００人

（３）新石垣空港の経済効果（建設工事期間）

生産誘発効果
約６０５億円

雇用創出効果
約４，５００人

各産業の
生産活動
を誘発

約４６４億円

建設投資

次に新石垣空港の経済効果について説明いたします。

新石垣空港整備事業は、空港予定地内における建設投資
に止まらず、新空港周辺のアクセス道路整備等関連建設事
業も派生させることになります。

また、新空港の効用分として見込まれる圏外入域客の増
加に対応する宿泊施設整備などの投資効果を発生させるも
のと考えられます。

これらの投資により、八重山圏域において生産や消費の
増加が誘発される効果が生じ、雇用の創出、雇用者所得や
企業所得及び税収の増加等をもたらすことになります。

まず、建設工事期間では、約４６４億円の空港建設投資
により、約６０５億円の生産誘発効果が発生するとともに、
雇用創出効果として約４，５００人が見込まれます。
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4. 空港建設の効果4. 空港建設の効果

新石垣空港の建設工事着手から供用開始後１０年間で、

生産誘発効果約２，３６５億円、雇用創出効果約２１，１００人

（３）新石垣空港の経済効果(工事着手～供用後10年間)

生産誘発効果
約２，３６５億円

雇用創出効果
約２１，１００人

各産業の
生産活動
を誘発

合計

約１，８５２億円

（建設投資）

約４６４億円

（関連事業投資）

約５００億円

（入域客消費）

約８８８億円

また、事業着手から供用開始後１０年までの経済波及効果
としまして、投資額の合計は、約１，８５２億円となります。
これらの投資による生産誘発効果は、約２，３６５億円で、
雇用創出効果は２１，１００人となっております。
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4. 空港建設の効果4. 空港建設の効果

（４）災害時の救援活動の拠点としての機能

次に災害発生時の緊急支援や復興支援活動の拠点としての
機能について説明いたします。

近年日本及び世界各地で大地震や風水害による災害が頻発
しておりますが、災害発生直後から復興まで空港の果たす役
割は小さくありません。

平成７年１月の阪神・淡路大震災においては、伊丹空港が、
平成１６年１０月の新潟県中越地震においては、新潟空港が
災害支援活動の拠点となっております。
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4. 空港建設の効果4. 空港建設の効果

（４）災害時の救援活動の拠点としての機能

沖縄県地域防災計画においては、先島地方に被害を与える

可能性がある地震として、多良間島南方沖を震源とするマグ
ニチュード（Ｍ＝）７．４の地震を想定しており、同防災計
画において、空港施設整備事業については、「空港施設の被
害を最小限に止めるために、施設の耐震性確保を推進すると
ともに、輸送拠点としての機能が発揮できるよう災害予防事
業を推進する」となっております。

災害時の八重山圏域において、救援活動や復興支援の拠点と
しての機能を発揮するために、新石垣空港の整備は、想定さ
れる地震に対する耐震性能を備えた施設整備を目指すもので
あります。

以上で新石垣空港の空港建設の効果についての説明を終わ
ります。
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５．事 業 の 概 要５．事 業 の 概 要

それでは、事業の概要について説明いたします。
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5. 事業の概要5. 事業の概要

新石垣空港の位置

石垣市街地から北東に、約14km
滑走路方向は、現空港とほぼ同じ

皆さん場所についてはご存じかと思いますが、石垣
島の中でどのような位置にあるかというところから説
明させていただきます。

新石垣空港は、石垣市街地より北東に約１４ｋｍの
位置に建設されることとなります。滑走路の方向は現
在の石垣空港とほぼ同じ方向です。
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5. 事業の概要5. 事業の概要

（１）新石垣空港の整備計画

長さ=2,000m 幅=45m6）滑走路長

第三種空港7）飛行場種別

沖縄県2）設置管理者

石垣市白保および盛山3）建設地

新石垣空港1）名 称

平成25年3月9）供用開始予定

約500台8）駐車台数

約195ha5）総事業面積

約142ha4）空港本体面積

次に、空港整備計画ですが、設置管理者は沖縄県で、
建設地は石垣市の白保及び盛山となり、空港本体面積
は約１４２ｈａ、新石垣空港に関する総事業面積は約
１９５ｈａの第三種空港となっております。

利用者の駐車場は約５００台の収容を予定しており
ます。

また、工事の完成は、平成２４年９月を予定してお
り、国の検査を経て供用開始は、平成２５年３月の予
定でございます。
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5. 事業の概要5. 事業の概要

（２）新石垣空港の基本施設等

着陸帯
L=2,120m、W=300m

滑 走 路
L=2,000m、W=45m

誘 導 路
L=2,318m、W=23～30m

標準式進入灯 簡易式進入灯

エプロン
A=75,145m2

中型ジェット 3機
小型ジェット 4機
プロペラ機 1機

次に、空港の基本施設等としまして、滑走路は長さ
２，０００ｍ、幅４５ｍとなっております。

誘導路は、平行誘導路と取付誘導路で、合計の長さ
は２，３１８ｍで幅が２３～３０ｍとなります。

着陸帯は、長さ２，１２０ｍ、幅３００ｍとなりま
す。

エプロンは、長さ１９０ｍ、幅３９５．５ｍで面積
は７万５，１４５㎡となっております。ここには中型
ジェット機が駐機できる場所が３バース、小型ジェッ
ト機用が４バース、プロペラ機用が１バースの合計８
バースを計画しております。

航空灯火施設は、南側は標準式進入灯などを設置し、
北側は簡易式進入灯などを設置いたします。
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進入表面

水平表面

転移表面

5. 事業の概要5. 事業の概要

制限表面説明図

45m標点からの高さ

3,000m半径の長さ
水平表面

1/7転移表面

1/50進入表面の水平に対する勾配

1,200m外側底辺の長さ

300m内側底辺の長さ

3,000m長 さ

進入区域

進入表面、転移表面および水平表面の説明

次に、制限表面について説明致します。

制限表面とは、航空機が飛行場に安全に離着陸するため
に、飛行場周辺の一定の空間で障害物のない状態を確保
するためのエリアで、新石垣空港の場合は、進入表面、
それから転移表面、そして水平表面の３つが設けられて
います。

制限表面については、航空法第４９条の規定に基づき、
制限表面の上に出る物件の設置が制限されることとなり
ます。

くさびのような形をした進入表面ですが、滑走路の南北
着陸帯の端からそれぞれ３，０００ｍで、５０分の１の
勾配で延びており、端部の幅は１，２００ｍになります。

次に水平表面ですが、滑走路の中心から半径３，０００
ｍで、高さ４５ｍの平面であります。

次に転移表面ですが、これは着陸帯の長辺及び進入表面
からの斜辺から７分の１の勾配で延びて、水平表面に接
するまでの部分でございます。
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5. 事業の概要5. 事業の概要

離発着飛行経路

航空機の安全飛行確保や現
状の飛行経路を考慮した上
で、騒音軽減の配慮のため
集落上空を飛行しない経路
としている。

北側進入 約19％

南側進入 約81％
与那国、波照間方面

約2％

本土、那覇方面
約17％

与那国、波照間方面

本土、那覇

北側離陸 約81％

次に飛行経路の説明ですが、航空機の安全飛行確保
や現状の飛行経路を考慮した上で、騒音軽減の配慮の
ため集落上空を飛行しない経路としています。

画面の左下から進入する南側進入は、全体の約 ８
１％で、北側からの進入は約１９％となります。

また、離陸の経路につきましては北側への離陸で約
８１％、逆に南側への離陸は約１９％で、那覇、本土
等へ向かう左旋回のコースは約１７％、与那国、波照
間へ向かう直進が約２％になっております。
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5. 事業の概要5. 事業の概要

空港切土・盛土区分図①

切土エリア
盛土エリア

次に、工事における切土・盛土のエリアについて説
明します。

まず、本体用地の造成工事ですが、青色の部分が切
土エリアで、ブルドーザやバックホウ等で掘削した土
砂等をダンプトラックなどで赤色の空港用地内の盛土
エリアへ運び、ブルドーザで敷き均しをして、振動
ローラ等で締め固めて盛り上げます。ごらんのように
全体的には中央部に切土場所が多く、北側と南側（画
面でいうと右側と左側になります）に盛土箇所が多い
ということがおわかりになると思います。
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5. 事業の概要5. 事業の概要

縦断図盛土エリア

盛土エリア

切土エリア

※発生した法面は緑化を行う

空港切土・盛土区分図②

したがいまして、土は中央部から北側及び南側へ運
ぶ計画となります。

土工量は、約１，３００万㎥。また切土、盛土に
よって生じた法面は現地に生育する草を用いて緑化す
ることにしています。この様にして造成した用地の上
に、先ほど説明致しました各種の基本施設を建設して
まいります。

以上で、事業の概要についての説明を終わります。
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6．環境保全対策6．環境保全対策

続きまして、環境保全対策についてご説明いたしま
す。



平成20年1月26日

44

44

新石垣空港建設地及び周辺地域

6. 環境保全対策6. 環境保全対策

新石垣空港の事業地及びその周辺地では、天然記念
物や希少種などの様々な動植物の生息、生育が確認さ
れるとともに、周辺の海域では多様なサンゴ礁が広
がっています。

新石垣空港の整備にあたっては、これらの豊かな自
然環境の保全を図ることを最優先の目標として取り組
んでいきます。
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県はこれまで、環境保全対策をはじめ各種の検
討委員会を設置し、 専門家による指導・助言を得
ながら、「空港整備基本計画」の策定や「環境影響
評価」を適正に進めてきました。

・ 環境検討委員会

・ 建設工法検討委員会

・ 小型コウモリ類検討委員会

6. 環境保全対策6. 環境保全対策

県はこれまで、環境保全対策、工事の進め方（工
法）、小型コウモリ類保護対策などについて検討委員
会を設置し、専門家による指導・助言を得ながら、空
港整備基本計画の策定や環境影響評価を適正に進めて
まいりました。
また、工事期間中においても、周辺環境に十分配慮

した各種環境対策を施しながら工事を進めているとこ
ろであります。
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自然環境に配慮した取り組み

(1) 赤土等流出防止対策

(2) 小型コウモリ類の保全対策

(3) カンムリワシの保全対策

(4) 貴重動植物の保全対策

(5) ビオトープの創出

（ハナサキガエル類等の保全）

(6) 地下水の保全対策

6. 環境保全対策6. 環境保全対策

本事業における、主な環境保全対策といたしまして、
(1) 赤土等流出防止対策
(2) 小型コウモリ類の保全対策
(3) カンムリワシの保全対策
(4) 貴重動植物の保全対策
(5) ビオトープの創出（ハナサキガエル類等の
保全）

(6) 地下水の保全対策
等を実施してまいります。
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(1) 赤土流出防止対策について

6. 環境保全対策6. 環境保全対策

赤土等流出防止対策の概念図

一部は25mg/l以下で

轟川へ放流

200mg/l以下で地下浸透

まずはじめに、赤土等流出防止対策についてご説明
いたします。

この図は赤土等流出防止対策の概念図であります。
降雨による赤土等流出が発生しますが、その対策と

いたしまして、

①濁水発生の抑制のための表土保護工

②表流水のコントロールを図る流出抑制工

③流出した濁水の処理対策

を実施いたします。
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6. 環境保全対策6. 環境保全対策

(1) 赤土等流出防止対策

（土工事は、年度ごとに施工エリアを分割することで、裸地面積を小さくし赤
土等の流出を抑えます。）

H19年度 H21年度H20年度

凡 例H22年度 H23年度

新石垣空港整備事業におきましては、自然環境への
負荷を小さくするため、土工事は、年度ごとに施工エ
リアを分割し、裸地面積を小さくすることで、赤土等
の流出を抑制します。
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(1) 赤土等流出防止対策

１ 発生源対策（濁水の発生を抑える。）

シート被覆工 土壌団粒化剤 張芝工

6. 環境保全対策6. 環境保全対策

このように分割された施工エリアにおいて、まず始
めに発生源対策として表土保護工を実施します。

これは、スクリーンに示してありますように表土が
直接雨滴の落下で浸食されないようシート、土壌団粒
化剤、張芝などで裸地面を被覆し、表土を保護するも
のであります。
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(1) 赤土等流出防止対策

２ 流出抑制対策（濁水の増加を抑制する。）

流域切り回し柵 切り回し水路 小提工と土のう工

6. 環境保全対策6. 環境保全対策

(表面流出抑制工） (水路流出抑制工） (表面流出抑制工）

次に濁水増加を抑制する流出抑制対策ですが、発生
源近傍で表流水の流速を緩和し、浸食の拡大を抑制す
る「表面流出抑制工」と、工事区域外からの雨水の混
入を防止する「水路流出抑制工」を適切に実施し、濁
水の発生が増加するのを防ぎます。これは現場で実施
している状況であります。
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(1) 赤土等流出防止対策

浸透池

３ 濁水処理対策（濁水は基本的に浸透池で地下浸透処理）

6. 環境保全対策6. 環境保全対策

仮設調整池

次に濁水処理対策ですが、工事区域内で発生した濁水に
ついては、基本的に浸透池において地下浸透処理を実
施致します。事業地南側の工事では、発生した濁水を
ＳＳ濃度２５mg/ｌ以下に処理して轟川に放流する予
定です。
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濁水処理対策について（濁水は浸透池で地下浸透処理）

濁水が浸透ゾーンに入るまでのＳＳ濃度低減の仕組み

(1) 赤土流出防止対策

6. 環境保全対策6. 環境保全対策

浸透ゾーン
受け入れ直前の
ろ過沈殿処理施設

場内仮設
調整池

発生源対策

（ 600mg/ l ～l,000mg/l ）
（ 200mg/l以下 ）

拡 大

フ ト ン か ごフ ト ン か ご

放 流 水 路

1 , 2 0 05 0 01 , 2 0 0

濁 水 流 入 側

ろ  過  砂

Ｈ

新石垣空港における濁水処理対策としては、事業区
域の大部分が琉球石灰岩からなる透水性の高い区域で
あることから、地下浸透処理方式を採用しております。
その処理の概要は、工事現場内で発生源対策を行い、

続いて場内仮設調整池に導き自然沈降によりＳＳ濃度
を低減し、ろ過沈殿処理施設においてＳＳ濃度
200mg/ｌ以下に処理した上で、最終的に空港本体周
辺に設置した浸透ゾーンで地下浸透処理することで、
海域への直接の流出を防ぎます。
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(1) 赤土等流出防止対策

３ 濁水処理対策（濁水は基本的に浸透池で地下浸透処理）

水 道 水
( 県 条 例 ）

6. 環境保全対策6. 環境保全対策

濁水濃度の比較写真

1,000mg/l200mg/l25mg/l

( 放 流 時 ）

ここで、ＳＳ濃度についてですが、降雨により流出
する赤土を含んだ濁水は、土質により変動はあります
が、約10,000～1,000mg/ｌであり、沖縄県の条例
では、200mg/ｌ以下に処理して放流しなければなら
ないこととなっております。
しかしながら、本事業においては、周辺海域への影

響を考慮して25mg/ｌ以下で放流することとしており
ます。
以上のような赤土対策を実施することにより、新空

港建設による白保海域のサンゴへの影響は軽微である
と判断しております。
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(2) 小型コウモリ類の保全対策

事業地およびその周辺地の洞窟では、３種類の貴重な小

型コウモリが生息

ヤエヤマコキクガシラコウモリ

カグラコウモリ

リュウキュウユビナガコウモリ

（写真：ヤエヤマコキクガシラコウモリ）

6. 環境保全対策6. 環境保全対策

次に、小型コウモリ類の保全対策について、ご説明
します。
事業地およびその周辺地の洞窟では、環境省の

「レッドデータブック」に記載されている３種の小型
コウモリ類（ヤエヤマコキクガシラコウモリ、カグラ
コウモリ、リュウキュウユビナガコウモリ）の生息が
確認されています。
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6. 環境保全対策6. 環境保全対策

採餌場や移動経路としての緑地（グ
リーンベルト）の創出

事業地周辺の洞窟の保全

人工洞の設置

その他必要な保全対策

(2) 小型コウモリ類の保全対策

小型コウモリ類については、

①採餌場や移動経路としての緑地（グリーンベル
ト）の創出

②事業地周辺の洞窟の保全
③人工洞の設置
④そして、その他必要な保全対策を実施すること
にしております
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(2) 小型コウモリ類の保全対策

6. 環境保全対策6. 環境保全対策

緑地（グリーンベルト）の創出

Ｄ洞窟

Ａ 洞 窟

緑着色部分がｸﾞﾘｰﾝﾍﾞﾙﾄの創出箇所

はじめに、グリーンベルトの創出についてご説明致
します。

採餌場である海岸林への移動経路が、新空港の建設
により分断されることから、残存するＡ、Ｄ洞窟から
事業実施区域に沿って５０ｍ幅で連続する、採餌場や
移動経路となる緑地の創出を図っていくこととしてお
ります。
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6. 環境保全対策6. 環境保全対策

(2) 小型コウモリ類の保全対策
洞窟保全対策

次に、事業地内にあるＢ、Ｃ、Ｅの３洞窟について
は、切土・盛土工事により洞口が改変されることから、
新たに洞口を設けるなど、これらの洞窟の保全を行う
こととしております。
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6. 環境保全対策6. 環境保全対策

人工洞設置箇所

(2) 小型コウモリ類の保全対策
人工洞の設置

次に、小型コウモリ類の保全対策の中の人工洞の設
置についてご説明いたします。
また、小型コウモリ類は、トンネル等の人工構造物

にも生息していることから、本事業では、人工洞窟を
設置し、小型コウモリ類の多様な生息環境を創出する
こととしております。
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6. 環境保全対策6. 環境保全対策

(2) 小型コウモリ類の保全対策
人工洞の設置

この図は、人工洞窟の天井部を取り除いているもの
で、小型コウモリ類３種が利用可能な構造としており、
出入口が２箇所、躯体の大きさは幅約20ｍ、奥行き約
60ｍ、総延長が約240ｍとなっております。
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(3) カンムリワシの保全対策

6. 環境保全対策6. 環境保全対策

次に、カンムリワシの保全対策について、ご説明し
ます。
石垣市の鳥としても知られているカンムリワシは、

石垣島全体で１００羽程度確認されており、事業地の
北西のカタフタ山周辺にも生息していることから、次
の保全対策を実施します。
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(3) カンムリワシの保全対策

資材運搬車両等の運行経路は主要な採餌場となる道路
を避ける

航空障害灯の設置工事（カタフタ山周辺）は人力作業を
基本とし、工事時期は、雛の巣立ちから繁殖シーズンが
始まる前までとする

空港施設工事の実施にあたっては、低騒音型の建設機
械を使用する

6. 環境保全対策6. 環境保全対策

(1)資材運搬車両等の運行経路は、主要な採餌場と
なる道路を避ける。

(2)航空障害灯の設置工事（カタフタ山周辺）は人
力作業を基本とし、工事時期は、雛の巣立ちから
繁殖シーズンが始まる前までとする。

(3)空港施設工事の実施にあたっては、低騒音型の
建設機械を使用する。

以上の保全対策を実施することとしております。
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(4) 貴重動植物の保全対策 （移植地）

6. 環境保全対策6. 環境保全対策

次に、貴重動植物の保全対策について、ご説明しま
す。
事業地内で確認された貴重動植物については、空港

本体施設周辺の環境保全用地内の類似環境（生息環境
に適した場所）やビオトープへ移動・移植します。
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(4) 貴重動植物の保全対策
6. 環境保全対策6. 環境保全対策

貴重植物の移植にあたっては、予め移植予定地の成
育環境調査を行うとともに、播種や挿し木、株分け等
の増殖技術確立のため試験栽培を実施して、空港本体
施設周辺の環境保全用地内の類似環境（生息環境に適
した場所）へ移植を行います。



平成20年1月26日

64

64

(5) ビオトープの創出（ハナサキガエル類等の保全）

ビオトープ（イメージ図）

6. 環境保全対策6. 環境保全対策

次に、ビオトープの創出について、ご説明します。
ビオトープとは、一般的にはその土地に昔からいた

さまざまな野生生物が生息し、自然の生態系が機能す
る空間のことをさします。
最近では、人工的につくられた、植物や魚、昆虫が

共存する空間を呼ぶことが多くなってきています。
空港建設によって、ハナサキガエル類の生息場所と

しての水辺の環境が消失することから、ハナサキガエ
ル類をはじめとする水生生物や水辺を好む植物に係る
環境保全対策としてビオトープを創出いたします。
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(5) ビオトープの創出（ハナサキガエル類等の保全）

6. 環境保全対策6. 環境保全対策

ビオトープへは、ハナサキガエル類やコガタノゲン
ゴロウなど動物６種、ハンゲショウやタイワンアシカ
キなど水辺に生育する植物３種を移動・移植すること
としています。
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(6) 地下水の保全対策
①透水性区域は、ドレーン層を設置し、地下浸透
② 難透水性区域は、轟川や既設排水路に排水

6. 環境保全対策6. 環境保全対策

次に、地下水の保全対策について、ご説明します。
基本的な方針は、地下水と周辺海域との関係に考慮

して、現況の流出機構を可能な限り変化させないよう
な対策を行うこととしております。
この図の右側の地下浸透性が高い地域は、空港盛土

構造内に雨水を地下浸透させるドレーン層を設置する
ことで、飛行場と周辺に設置する浸透ゾーンから地盤
中に地下浸透させます。
一方、この図の左側の地下浸透性が低い地域でも、

現況の流出機構を変化させないよう轟川や既設排水路
に排水することとしています。
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その他（工事における環境に配慮した取り組み）

貴重動植物手帳の配布（環境教育の実施）

6. 環境保全対策6. 環境保全対策

最後に、これ以外にも実際の工事では、工事を始め
る前に工事区域や時期の検討を行うとともに、工事関
係者には貴重動植物手帳を配布し、作業時における貴
重動植物の保護についての環境教育を実施し、注意を
喚起しております。
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その他（工事における環境に配慮した取り組み）

植物の移植及び小動物の進入防止

移植による緑の復元

グリーンベルト
植栽工事
（移動経路の創出）

グリーンベルト
植栽工事
（採餌場の創出）

小動物の進入防止対策

6. 環境保全対策6. 環境保全対策

また、工事施工区域内の貴重植物調査や植物の移植
を行い、その後、小動物進入防止柵を設置し、小動物
を追い出した後に、工事を開始しています。
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その他（工事における環境に配慮した取り組み）

環境・赤土パトロールの実施

6. 環境保全対策6. 環境保全対策

また、工事中は、常時、環境対策や赤土等流出防止
対策の状況等をパトロールしております。



平成20年1月26日

70

70

その他（事後調査(ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ)の取り組み）

6. 環境保全対策6. 環境保全対策

環境保全対策の実施
・環境保全措置
・事後調査　等

工事の実施 「事後調査委員会」
「小型コウモリ類検討委員会」
「建設工法モニタリング委員会」

指導・助言

結果検討

結果反映

対策・調査

「地元連絡会（仮称）」

④地元連絡会(仮称）

③ 建設工法モニタリング委員会(Ｈ18年10月設置）

② 小型コウモリ類検討委員会 (Ｈ18年９月設置）

① 事後調査委員会 (Ｈ18年10月設置）

本事業の実施にあたりましては、学識経験者や自然
保護団体等で構成する「事後調査委員会」、「建設工
法モニタリング委員会」及び「小型コウモリ類検討委
員会」を設置し、事後調査や環境監視及び環境影響の
回避・低減措置について指導・助言を得ながら、周辺
環境に十分配慮して工事を進めております。

また、地元住民や関係者と円滑な連携が図られるよ
う、地元連絡会の設置を予定しております。

今後は、事後調査結果について、毎年委員会におい
て検討してもらい、検討結果を工事に反映させていく
ことで、環境に配慮した空港整備を進めていきたいと
考えております。
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７．事業の進捗状況７．事業の進捗状況

最後に、事業の進捗状況について説明いたします。
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項目　　　　　　
年度

●

H23 H24

●

H19 H20 H21 H22

⑤.その他工事

⑥.供用開始

H17 H18

①.飛行場設置許可

②.実施設計調査、モ
ニタリング調査等

③.土木工事

④.照明工事

7. 事業の進捗状況7. 事業の進捗状況

(1) 整備事業のスケジュール

平成17年12月

平成18年度～平成24年度

平成20年度～平成24年度

平成20年度～平成24年度

平成25年3月

空港整備事業費などの都合によりスケジュールの変更あり。

平成17年度～平成24年度
状況に応じて継続検討

まず新石垣空港は、空港本体の工事に加えて、空港
周辺緑地整備事業を実施しております。

平成１７年１２月に設置許可を受けて、これまで実
施設計・モニタリング調査等を実施しております。平
成１８年度は用地取得を開始し、試験盛土工事等を実
施しました。

平成１９年度は、本格的な土工事に着手するととも
に、関連する国道や農道の付け替え工事及びビオトー
プ等の工事を実施しております。

平成２０年度以降は、進入灯などの照明工事に着手
し、造成工事の進捗に合わせて、舗装工事や庁舎等の
工事に着手します。平成２４年９月までに工事を完了
し、平成２５年３月の供用開始を予定しております。
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7. 事業の進捗状況7. 事業の進捗状況

完成予想 Ｃ Ｇ

総事業費 約４２０億円

執行額 約９９.５億円

進 捗 率 約２３.７％

新石垣空港整備事業は、平成１７年度から平成２４年
度までの８年間で総事業費４２０億円をかけて行われ
ます。

平成１９年１２月末時点での事業執行の進捗は、用
地費や工事費などの約９９億５０００万円が執行され
ており、約２３．７％の進捗率となっております。

※参考
平成１８年度までの事業執行額５７億２１９６万９千円（うち補助：４３億７８５８万８千円）

平成１８年度までの工事執行額５億７３８６万円（うち補助：４億３４７７万５千円）

平成１９年度の事業執行額４２億２８１７万１０００円（うち補助：３７億１９７０万８０００円）
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7. 事業の進捗状況7. 事業の進捗状況

(3) 工事の状況（H18年度）

試験盛土工事
試験盛土工事

人工洞設置工事

造成工事

画面は平成１８年度工事の実施平面図です。

平成１８年度においては、平成１９年度からの本格
的な用地造成工事の合理的、経済的な施工方法を決定
するための試験盛土工事や小型コウモリ類保全のため
の人工洞設置工事を実施しました
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7. 事業の進捗状況7. 事業の進捗状況

(3) 工事の状況（H19年度）

用地造成工事

付替国道工事

付替農道工事

グリーンベルト工事 グリーンベルト工事

場外排水工事

ビオトープ

続いて、平成１９年度の工事の実施状況を説明いたします。

平成１９年度は、平成１８年度に行った試験盛土工事の結果
を用いて本格的な用地造成工事を行うとともに、付替国道工事、
付替農道工事、グリーンベルト設置工事等を実施しております。
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4) 環境保全対策4) 環境保全対策

新石垣空港完成予想図新石垣空港完成予想図新石垣空港完成予想図

新石垣空港整備事業については、このような自然環
境に十分配慮して事業をすすめ、平成24年度の開港に
向けて取り組んでいるところであります。

以上、新石垣空港整備事業等の必要性と内容などに
ついて説明いたしました。


